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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 42,97 43,76 +0,79 42,34 +1,42

USD / BRL Spot BRL 2,3066 2,2761 -0,0305 2,2718 +0,0043

USD / JPY Spot JPY 99,11 99,58 +0,47 96,21 +3,37

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.749 54.252 +503 49.875 +4.377

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 193,8 186,7 -7,1 184,6 +2,1

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,75 11,78 +0,03 10,91 +0,87

DI Future Apr14（金利先物） % 9,58 9,58 +0,00 9,06 +0,52

3 Months US Dollar Libor % 0,256 0,256 +0,000 0,265 -0,009

CRB Index（国際商品指数） Index 293,3 292,3 -1,0 285,4 +6,9

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は中国の良好な指標などから楽観的な見方が優勢となったためレアル高
となる展開でした。朝方は予想を上回った中国の輸出などを好感して株式が堅調だったことから先週末比
レアル高の２．２９台後半で始まりました。その後も、インフレ懸念が緩んだ先週からの流れを引き継いで
株式相場も堅調を維持したため、レアル高地合いは続き先週末のレアル高値を更新して２．２７台での
取引となりました。引けにかけては２．２７台で小動きとなり、結局２．２７台後半で引けています。

レアル相場は、今年の６月から７月にかけてレアル安値となっていた２．２８近辺の節目に差し掛かって
います。テクニカル分析では、それまで安値となっていたポイントが突破された場合その後は逆にそこが
高値の抵抗ポイントと看做される性質があるので、現状の水準はレアル高値の目処として意識されても
おかしくありません。先月のレアル安値２．４５近辺からここまでレアル高が進んだ背景は介入プログラム
導入とそのインパクトによるポジション調整が主体と思われますので、ブラジルの経済ファンダメンタルズ
改善に伴う持続的なレアル高と判断するのは時期尚早でしょう。
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